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ラ ム サ ー ル 条 約 国 別 報 告 書 原 案 に 対 す る 意 見 の 概 要

質 問 項 目 意 見 の 概 要

1.1 ・ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 省 及 び 環 境 保 護 庁 と の 協 力 に よ り 、 湿 地 と 渡 り 性 水 鳥 保 全 に 関

す る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し 、 同 国 の 条 約 加 盟 を 促 進 し た 。

2.1 ・ 生 物 多 様 性 国 家 戦 略 の み を も っ て 答 え と す べ き で な い 。 湿 地 に 関 す る 政 策 ・ 戦 略

に つ い て は 策 定 し て い な い と し た 上 で 、 今 後 の 策 定 計 画 な ど に つ い て 答 え る べ き 。

2.2 ・ 具 体 的 記 述 が な い の で 、 国 家 戦 略 の 実 施 に 当 た っ て の 困 難 な 点 が 不 明 瞭 。

2.2 ・ 干 潟 や 湿 地 が 開 発 圧 力 と の 関 係 で 危 機 に 瀕 し て い る こ と 、 こ う し た 開 発 計 画 の 見

直 し な し に 湿 地 保 全 の 実 は あ が ら な い こ と 、 し か し な が ら 開 発 省 庁 や 関 係 自 治 体 と

の 調 整 や 合 意 形 成 が 必 ず し も う ま く い か な い こ と を 指 摘 し て 、 国 際 的 評 価 と 批 判 を

仰 ぐ べ き 。

2.2 ・ 埋 立 て 等 に よ る 湿 地 破 壊 が 進 行 し て い る 事 実 等 を 具 体 的 に 報 告 す べ き 。

2.2 ・ 干 潟 の ほ と ん ど に 開 発 計 画 が あ り 、 危 機 に 面 し て い る こ と を 記 載 す る べ き 。

2.2 ・ 大 規 模 計 画 が み な お さ れ ず 湿 地 が 破 壊 さ れ て い る 事 実 、 保 護 地 域 の 設 定 に 難 渋 し

て い る 事 実 を 記 載 す べ き 。

2.2 ・ 「 河 川 に お け る 治 水 ・ 利 水 」 も 湿 地 に お け る 調 整 困 難 な 利 用 と し て 記 載 す べ き 。

2.5 ・ 諫 早 、 藤 前 、 三 番 瀬 な ど 国 際 的 に 重 要 な 干 潟 に お け る 、 生 態 学 的 変 化 の 現 状 と そ

の お そ れ を 報 告 す る こ と 。

2.5 ・ 法 制 定 に よ る ア セ ス メ ン ト の 具 体 的 な 改 善 内 容 に つ い て 記 述 し て は い か が か 。

2.6 b.・ 琵 琶 湖 は 自 然 公 園 法 に 基 づ く 特 別 地 域 に 指 定 し て 、 工 作 物 の 設 置 や 水 面 の 埋

め 立 て 等 の 規 制 を 行 っ て い る ほ か 、 ヨ シ 群 落 保 全 条 例 に よ っ て も 、 同 様 の 規 制 を 行

い 、 ヨ シ の 植 栽 も 進 め て い る 。 そ の 他 に も 琵 琶 湖 の 富 栄 養 化 の 防 止 に 関 す る 条 例 に

よ り 工 場 や 事 業 所 な ど か ら 排 出 さ れ る 窒 素 ・ リ ン を 含 む 家 庭 用 合 成 洗 剤 の 使 用 ・ 販

売 を 禁 止 し て い る 。 ま た 、 ふ る さ と 滋 賀 の 風 景 を 守 り 育 て る 条 例 を 制 定 し 、 水 面 の

埋 め 立 て 、 木 竹 の 伐 採 に 際 し て は 届 け 出 を 行 う こ と と し て い る 。 さ ら に 、 水 質 の 保

全 、 水 源 の 涵 養 、 自 然 的 環 境 ・ 景 観 の 保 全 等 を 図 る 琵 琶 湖 の 総 合 的 な 保 全 対 策 に つ

い て 検 討 を 始 め て い る 。

2.6 ・ 平 成 ５ 年 ３ 月 に 「 伊 豆 沼 ・ 内 沼 環 境 保 全 対 策 基 本 計 画 書 」 を 策 定 し 、 総 合 的 な 保

全 対 策 を 実 施 し 伊 豆 沼 ・ 内 沼 の 自 然 環 境 の 保 全 を 図 っ て い る 。

2.6 ・ 基 本 計 画 に 基 づ く 各 種 対 策 を 円 滑 に 推 進 す る た め 、 「 伊 豆 沼 ・ 内 沼 環 境 保 全 対 策

推 進 協 議 会 」 を 設 置 し 、 学 識 経 験 者 等 か ら 意 見 を 聞 く と と も に 地 元 町 、 （ 財 ） 伊 豆

沼 ・ 内 沼 環 境 保 全 財 団 と 連 携 を 図 り 基 本 計 画 に 基 づ く 各 種 対 策 を 進 め て い る 。

2.6 c.・ 市 の 湿 地 の 開 発 に 関 連 す る 計 画 の 策 定 や 事 業 の 実 施 に 際 し て は 、 事 業 実 施 課

と 環 境 対 策 課 の 間 で 湿 地 保 全 の 観 点 か ら 必 要 な 調 整 を 行 っ て い る 。

2.6 a.・ 湿 地 の 開 発 に 関 連 す る 計 画 の 策 定 等 に 当 た っ て 事 業 官 庁 と 環 境 庁 が 調 整 を 行 う

こ と に よ り 、 逆 に 、 保 全 が 阻 害 さ れ て い る 。

2.8 ・ 鉛 散 弾 や 釣 り 錘 に よ る 湿 地 環 境 へ の 汚 染 に 関 し て 、 そ の 防 止 の た め の 措 置 を 記 述

す べ き 。

2.9 ・ 既 定 保 護 地 域 の 管 理 計 画 の た め だ け で な く 、 保 全 の 必 要 な 地 域 、 開 発 計 画 の 発 生

し た 地 域 に こ そ コ ス ト ベ ネ フ ィ ッ ト の 適 正 な 適 用 が 必 要 で あ る 。

2.10 ・ 環 境 影 響 評 価 法 条 文 （ 第 ２ 条 ２ ） 及 び 同 法 の 規 定 に 基 づ く 基 本 的 事 項 （ 第 ２ 種 事

業 の 判 定 基 準 ） に つ い て も 記 載 す べ き 。

2.10 ・ 現 行 の 環 境 影 響 評 価 は 事 業 ア セ ス に 過 ぎ な い 。

2.11 ・ 原 状 回 復 が 望 む べ く も な い 「 湿 地 の 復 元 」 は 次 善 の 策 で あ り 、 湿 地 を 壊 さ な い こ

と が 、 前 提 で あ る 。 ま た 、 機 能 回 復 に は 流 域 全 体 に 及 ぶ 施 策 が 必 要 で あ る 。

2.11 ・ 湿 地 の 復 元 等 が 「 優 先 」 と は 何 に 対 す る 優 先 か ？
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2.11 ・ 干 潟 ・ 海 浜 保 全 の た め の 事 業 は 行 わ れ て い な い と も 読 め る 。 具 体 的 に 記 述 を す べ

き 。

2.11 ・ 湿 地 の 復 元 ・ 機 能 回 復 の 事 例 は 複 数 あ り 、 各 省 庁 ・ 自 治 体 間 の 情 報 交 換 ・ 知 見 の

集 積 な ど 連 絡 ・ 連 携 が 十 分 行 わ れ て い な い と 思 わ れ る 。 こ う し た 連 絡 ・ 連 携 の 方 向

性 に つ い て 記 述 す べ き 。

機 能 回 復 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 湿 地 の 例 ： 甲 子 園 浜

機 能 回 復 の 事 例 ： 東 京 港 野 鳥 公 園 、 葛 西 海 浜 公 園 な ど ７ 例

2.12 ・ 事 務 局 の 質 問 に 対 す る 回 答 に な っ て い な い 。

2.12 ・ 住 民 の 保 全 意 見 に 対 す る 行 政 側 の 無 視 、 情 報 の 秘 匿 ・ 歪 曲 ・ 操 作 が 顕 著 で あ る と

い う 意 見 が あ る こ と を 明 記 す べ き 。

2.13 ・ 日 本 湿 地 ネ ッ ト ワ ー ク が 行 っ て い る シ ギ ・ チ ド リ 類 ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 事 業 へ の 地

球 環 境 基 金 か ら の 援 助

3.1 ・ 条 約 に よ る 湿 地 の 定 義 か ら す る と 記 載 事 項 の ほ か に 、 農 水 省 系 の 環 境 保 全 型 水 田

農 業 の 推 進 や 建 設 省 系 の 水 辺 保 全 の 推 進 を は じ め と す る 多 種 多 様 の プ ロ グ ラ ム を 有

し て い る こ と を 記 載 す べ き 。

4.1 ・ 従 来 の ラ ム サ ー ル 条 約 関 連 国 内 連 絡 会 議 等 の 枠 組 み で は 湿 地 に お け る 問 題 点 等 の

情 報 の 共 有 化 が 行 わ れ に く い 。 モ ニ タ リ ン グ に 関 わ る Ｎ Ｇ Ｏ 等 の 参 画 を 検 討 し 、 国

内 湿 地 委 員 会 の 設 置 の 方 向 性 に つ い て 記 述 す べ き 。

5.1 ・ ラ ム サ ー ル 条 約 の い う 管 理 計 画 に 鳥 獣 保 護 区 設 定 計 画 、 国 立 公 園 計 画 は 該 当 し な

い 。

5.1 ・ ラ ム サ ー ル 登 録 地 の 管 理 計 画 に つ い て 、 現 段 階 で の 熟 度 と 、 ラ ム サ ー ル 条 約 の 指

針 に 則 っ た 管 理 計 画 を 新 た に 作 る べ き 段 階 で あ る こ と を 記 述 す べ き 。

5.1 c.・ 伊 豆 沼 ・ 内 沼 環 境 保 全 対 策 基 本 計 画 書 （ 平 成 ５ 年 ３ 月 策 定 ）

5.1 a.・ 佐 潟 周 辺 自 然 環 境 保 全 調 査 を 行 い 、 調 査 デ ー タ を 基 に 佐 潟 周 辺 自 然 環 境 保 全

計 画 を 策 定 す る 予 定 （ 平 成 年 度 目 途 ） で あ る 。11

5.1 ・ 地 方 の 状 況 に 応 じ た 分 権 的 な 管 理 が 行 わ れ て い る こ と を 強 調 す べ き 。

5.2 ・ 上 述 の 計 画 に 記 載 さ れ て い な い が 、 ガ ン ・ カ モ 科 鳥 類 の 生 息 調 査 を 年 ３ 回 、 水 質

調 査 を 伊 豆 沼 ・ 内 沼 の ３ ヶ 所 で 毎 月 実 施 し て い る 。

5.2 ・ 佐 潟 周 辺 で は 生 物 基 礎 調 査 、 植 生 ﾓﾆﾀﾘ ﾝ ｸ ﾞ調 査 を 継 続 的 に 実 施 す る 予 定 。

5.2 ・ 鳥 類 カ ウ ン ト に つ い て と り ま と め た デ ー タ を 広 く 公 表 す る と い う 課 題 に つ い て 記

述 す べ き 。

5.3 ・ 問 題 の 大 き さ 、 現 実 に 起 こ っ て い る 問 題 と 可 能 性 の あ る 問 題 と が 混 在 す る な ど 問

題 点 の 整 理 が 不 十 分 。 生 態 系 攪 乱 と い う 点 で は 、 ブ ラ ッ ク バ ス も 問 題 。

5.3 ・ 湿 地 に お け る モ ニ タ リ ン グ の 実 施 と 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 が 環 境 庁 へ 集 約 さ れ

る 体 制 が な い の で あ れ ば 、 こ れ を 契 機 に 確 立 す べ き 。

5.3 ・ 伊 豆 沼 に つ い て の 記 載 が 極 め て 不 十 分 。 カ モ 類 の 種 構 成 に 大 き な 変 化 が 見 ら れ

る 。 （ 資 料 別 途 ）

5.3 ・ 片 野 鴨 池 に つ い て 、 以 下 を 把 握 し て い る 。

水 田 の 減 少 、 カ モ 類 の 減 少 、 ヨ シ 等 の 繁 茂 と 植 物 遺 体 の 堆 積 、

水 田 の 乾 田 化 に よ る カ モ 類 の 餌 不 足 。

5.3 ・ 佐 潟 で は 、 周 辺 砂 丘 地 の 地 下 水 か ら 高 濃 度 の 硝 酸 態 窒 素 が 供 給 さ れ 、 そ れ に 伴 う

潟 の 水 質 悪 化 が 懸 念 さ れ て い る 。 ま た 、 水 域 で の 植 物 相 の 単 調 化 、 植 物 種 の 多 様 性

の 減 少 、 潟 周 辺 の 陸 地 化 な ど が 見 ら れ る 。 さ ら に ガ ン ・ カ モ 類 の 飛 来 数 は 増 加 傾 向

に あ る 。

5.3 ・ ウ ト ナ イ 湖 に つ い て 、 千 歳 川 放 水 路 計 画 の 現 況 と 影 響 そ の 他 に つ い て の 記 述 が 必

要 。

5.3 ・ ウ ト ナ イ 湖 に つ い て 、 以 下 を 把 握 し て い る 。

( ) 周 辺 部 開 発 に 起 因 す る 土 砂 流 入 に よ る 浅 水 化 と 開 水 面 の 減 少 と 植 生 の 変 化 の 可1
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能 性

( ) 隣 接 地 域 の 軽 工 業 化 、 住 宅 地 と し て の 土 地 利 用 に よ る 攪 乱2
( ) 新 千 歳 空 港 の 滑 走 路 延 長 と 時 間 利 用 に よ る 鳥 類 の 塒 へ の 影 響 の 可 能 性3 24
( ) 帰 化 動 物 の コ ブ ハ ク チ ョ ウ の 繁 殖 成 功 率 低 下 に よ る 在 来 種 へ の 影 響4

5.3 ・ 伊 豆 沼 ・ 内 沼 で は 、 近 年 生 活 雑 排 水 等 の 流 入 に よ り 水 質 汚 濁 等 の 問 題 が 生 じ て い

る 。

水 質 の 汚 濁 防 止 や 水 質 浄 化 対 策 と し て 以 下 に つ い て 取 り 組 ん で い る 。

( ) 河 川 浄 化 対 策 ： 浄 化 用 水 の 導 入 、 浄 化 施 設 の 設 置 、 沈 殿 池 の 設 置1
( ) 下 水 道 整 備2
( ) 湖 沼 内 浄 化 対 策 ： マ コ モ を 利 用 し た 環 境 保 全 型 給 餌 地 の 整 備 、 水 質 浄 化 に 効 果3
の あ る マ コ モ や ヤ ナ ギ の 植 栽

( ) 住 民 等 へ の 普 及 啓 発4
以 上 に よ り 湿 地 の 復 元 、 水 質 の 向 上 の き ざ し が み ら れ る 。

5.3 ・ 佐 潟 で は 、 周 辺 砂 丘 地 の 地 下 水 か ら 高 濃 度 の 硝 酸 態 窒 素 が 供 給 さ れ 、 そ れ に 伴 う

潟 の 水 質 悪 化 が 懸 念 さ れ て い る 。 ま た 、 水 域 で の 植 物 相 の 単 調 化 、 植 物 種 の 多 様 性

の 減 少 、 潟 周 辺 の 陸 地 化 な ど が 見 ら れ る 。 さ ら に ガ ン ・ カ モ 類 の 飛 来 数 は 増 加 傾 向

に あ る 。

5.3 ・ 谷 津 干 潟 に つ い て 、 （ 生 態 的 特 性 の 変 化 の 可 能 性 と し て ） 三 番 瀬 の 開 発 計 画 を と

り 上 げ る べ き 。

6.2 1989 25 IWRB・ 日 本 湿 地 目 録 ： 年 ８ 月 日 発 行 、 日 本 委 員 会

・ ガ ン 類 渡 来 地 目 録 ： 年 ６ 月 １ 日 発 行 、 雁 を 保 護 す る 会1994

6.3 ・ 干 潟 の 喪 失 状 況 を 具 体 的 に 数 字 で 報 告 す る こ と 、 ま た 、 喪 失 の 原 因 も 明 ら か に す

る こ と 。

6.3 ・ 和 白 、 諫 早 に つ い て 報 告 す る べ き 。

6.3 ・ 国 際 社 会 に お い て す で に 活 発 に 議 論 さ れ て い る 諫 早 と 藤 前 の 問 題 に つ い て は 、 こ

れ に 対 す る 記 載 を し な い こ と は 、 か え っ て 国 内 の み な ら ず 国 際 社 会 か ら 不 信 感 を 買

う 。

6.3 ・ 「 湿 地 調 査 」 の 対 象 と な ら な い 微 小 湿 地 に ま で 保 全 対 象 と し よ う と す る 動 き が あ

る こ と は 記 載 す る 価 値 が あ る 。

6.4 a.・ 魚 類 の 生 息 地 基 準 に 合 致 す る 活 動 が 遅 れ て い る の は 、 ラ ム サ ー ル 条 約 登 録 地

拡 大 を 妨 げ て い る 。

6.4 ・ 珊 瑚 礁 や マ ン グ ロ ー ブ に つ い て の 取 り 組 み に 言 及 す べ き 。

6.4 ・ 目 録 を 基 に し た 関 係 自 治 体 と の 協 議 の 進 捗 ・ 問 題 点 に つ い て も 記 載 す る 必 要 あ り

7.4 ・ ２ 国 間 協 力 の ホ ウ ロ ク シ ギ 衛 星 追 跡 調 査 に ロ シ ア 、 韓 国 を 加 え る べ き 。

7.4 ・ ズ グ ロ カ モ メ に 関 す る 共 同 調 査 は 、 対 中 国 で は な い か 。

7.4 ・ ク ロ ツ ラ ヘ ラ サ ギ に 関 す る 共 同 調 査 は 、 中 国 、 香 港 、 台 湾 、 北 朝 鮮 、 韓 国 、 ベ ト

ナ ム 、 ロ シ ア の 共 同 事 業 で あ る 。

7.4 ・ Ｎ Ｇ Ｏ 主 体 の 国 際 共 同 調 査 に は 次 の も の が あ る 。

オ オ ハ ク チ ョ ウ の 調 査 、 タ ン チ ョ ウ ・ コ ウ ノ ト リ の 共 同 調 査 、 ガ ン 類 の 調 査 及 び

ウ ミ ワ シ 類 の 保 護 研 究 事 業 。

7.4 ・ 条 約 に 基 づ く 共 同 調 査 と そ う で な い も の を 区 別 し て 示 す べ き 。

7.5 ・ ノ ガ ン の 保 護 に 係 る 事 業 が 挙 げ ら れ て い る が 、 ノ ガ ン の 生 息 地 は 湿 地 で な く 、 こ

の 項 目 に 該 当 し な い 。

7.5 ・ 環 境 事 業 団 の 助 成 を 受 け て い る 団 体 と し て イ ン ド 環 境 協 会 が あ る 。

9.2 ・ ツ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 追 加 す べ き 。

9.3 ・ 政 府 代 表 団 に Ｎ Ｇ Ｏ を 加 え る こ と に も っ と 積 極 的 で あ っ て い い 。

9.4 ・ 水 質 ・ 生 活 系 の Ｎ Ｇ Ｏ が 抜 け て い る 。

10.1 ・ 諫 早 湾 干 潟 の 現 状 に つ い て の 情 報 を 記 載 さ れ た い 。
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10.1 ・ 定 点 調 査 （ シ ギ ・ チ ド リ 類 渡 来 状 況 調 査 ） 上 位 を 占 め る 、 諫 早 湾 、 藤 前 干 潟 、 三

番 瀬 等 わ が 国 に お け る 干 潟 の 破 壊 の 進 行 を 具 体 的 に 報 告 し 、 原 因 、 こ れ に 対 す る 保

全 の 努 力 と 成 否 、 今 後 の 課 題 と 対 策 の 目 標 を 明 確 に す べ き 。

10.1 ・ 未 登 録 で あ る が ク ラ イ テ リ ア を 十 分 に 満 た し て い る 干 潟 の 現 状 を 記 載 す る こ と が

締 約 国 と し て の 義 務 で あ る 。

10.2 d.・ 環 境 庁 は ウ ェ ッ ト ラ ン ズ ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル と 渡 り 性 水 鳥 保 全 戦 略 を 、 バ

ー ド ラ イ フ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル と ア ジ ア 地 域 鳥 類 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 作 成 に つ い て

協 力 し て い る 。

そ の 他 ・ 湿 地 保 全 に 対 す る 態 度 が 甘 い 。 諫 早 ・ 藤 前 ・ 三 番 瀬 を 登 録 す べ き 。

そ の 他 ・ 干 潟 の 消 失 と 保 全 に 関 わ る 関 係 省 庁 の 事 業 を 、 詳 細 に 報 告 す る こ と 。

そ の 他 ・ 諫 早 ・ 藤 前 ・ 和 白 な ど の 湿 地 が お か れ て い る 危 機 的 状 況 に つ い て の 認 識 に 欠 け

る 。

そ の 他 ・ 湿 地 、 特 に 干 潟 の 危 機 の 実 態 が 表 現 さ れ て い な い 。

そ の 他 ・ 漁 業 基 盤 の 保 全 と い う ラ ム サ ー ル 条 約 の 重 要 な 眼 目 に つ い て 理 解 さ れ て お ら ず 、

干 潟 破 壊 の 要 因 と な っ て い る 。

そ の 他 ・ 「 賢 明 な 利 用 」 に 関 し て 、 わ が 国 が 多 く の 事 業 を 実 施 し て い る こ と を ア ピ ー ル す

べ き 。

そ の 他 ・ 藤 前 干 潟 を 潰 さ な い で 欲 し い 。 諫 早 の 水 門 を 開 け て 欲 し い 。

そ の 他 ・ 国 内 の 湿 地 保 全 の た め 、 湿 地 目 録 の 充 実 、 湿 地 管 理 委 員 会 づ く り 、 候 補 湿 地 リ ス

ト の 作 成 、 未 登 録 地 に お け る 保 全 義 務 の 全 う 、 魚 類 の 生 息 地 の 基 準 に 合 致 す る 活 動

、 条 約 局 に Ｎ Ｇ Ｏ が 湿 地 の 状 況 を 訴 え る 制 度 の 創 設 等 を 今 す べ き 。

そ の 他 ・ 報 告 の 内 容 が 環 境 庁 自 然 保 護 局 の 所 管 業 務 に 偏 り す ぎ 、 他 省 庁 の 取 り 組 み を 記 載

す る 必 要 が あ る 。

そ の 他 ・ 他 省 庁 ・ 自 治 体 レ ベ ル の 湿 地 に 関 わ る 取 組 も 含 め て 記 載 す る 必 要 が あ る 。

（ 注 ： 対 象 と す る 質 問 項 目 が 明 示 さ れ ず に 提 出 さ れ た 意 見 に つ い て は 、 便 宜 上 該 当 す る と 思 わ れ る 質 問

項 目 へ の 分 類 を 行 っ て い る 。 ま た 、 内 容 が 重 複 す る 意 見 に つ い て は 一 つ に ま と め て 掲 載 し て い る 。 ）


